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右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 

沖
縄
の｢
空
の
安
全
確
保｣

に
関
す
る
質
問
主
意
書 

昭
和
六
十
二
年
九
月
十
九
日 

衆 

議 

院 

議 

長 

原 
 

健 

三 

郎 

殿 

 

提 

出 

者 
 

上 

原 

康 

助 

 

一 

 



 

大
量
輸
送
機
関
で
あ
る
航
空
機
の
絶
対
安
全
飛
行
は
、
い
か
な
る
こ
と
に
も
優
先
さ
せ
て
確
保
さ
れ
る
べ
き
で

あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
沖
縄
本
島
を
中
心
と
す
る
空
海
域
は
米
軍
お
よ
び
自
衛
隊
の
軍
事
演
習
、
嘉
手
納
ラ
プ

コ
ン
の
米
軍
管
理
、
那
覇
空
港
の
軍
民
共
用
等
の
悪
条
件
が
重
な
つ
て
、
民
間
機
の
安
全
飛
行
や
船
舶
の
安
全
航 

さ
る
七
月
二
十
三
日
、
沖
縄
南
方
海
上
に
お
い
て
自
衛
隊
機
の
ミ
サ
イ
ル
に
よ
る
と
推
量
さ
れ
る
「
第

1

・
一

徳
丸
被
弾
事
件
」
が
発
生
し
た
。
続
い
て
七
月
二
十
七
日
、
沖
縄
の
久
米
島
北
方
海
上
に
お
い
て
米
軍
機
の
投
下

し
た
模
擬
爆
弾
に
よ
つ
て
乗
組
員
の
一
人
が
右
腕
切
断
の
重
傷
を
負
う｢

ポ
メ
ッ
ク
ス
・
サ
ガ
号
被
弾
事
件｣

が
発

生
し
た
。 

こ
の
こ
と
は
、
沖
縄
の
陸
上
、
海
上
そ
し
て
空
域
ま
で
も
が
、
軍
事
演
習
の
激
化
に
伴
う
事
故
が
頻
発
し
て
い

る
こ
と
を
実
証
し
て
い
る
。 

沖
縄
の
「
空
の
安
全
確
保
」
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

三 

 



 

行
に
極
め
て
危
険
な
環
境
下
に
お
か
れ
て
い
る
。 

三 

嘉
手
納
ラ
プ
コ
ン
に
つ
い
て 

一 
｢

第

1
・
一
徳
丸
被
弾
事
件｣

に
つ
い
て 

二 
｢

ポ
メ
ッ
ク
ス
・
サ
ガ
号
被
弾
事
件｣

に
つ
い
て 

1 

い
わ
ゆ
る｢

嘉
手
納
ラ
プ
コ
ン｣

が
、
い
ま
だ
に
日
本
側
に
返
還
さ
れ
な
い
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

2 

現
在
ま
で
の
詳
細
な
調
査
結
果
と
、
今
後
の
事
件
再
発
防
止
策
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

1 

事
件
発
生
当
時
の
概
要
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

2 

現
在
ま
で
の
詳
細
な
調
査
結
果
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

1 

事
件
発
生
当
時
の
概
要
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

こ
れ
ら
の
悪
条
件
を
早
急
に
除
去
す
べ
き
観
点
か
ら
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 

復
帰
時
の
日
米
合
意
文
書
の
全
文
、
返
還
す
る
場
合
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
併
せ
て
明
確
に
さ
れ
た
い
。 

四 

 



 

4 

し
か
ら
ば
「
日
本
国
政
府
が
こ
れ
ら
飛
行
場
の
レ
ー
ダ
ー
進
入
管
制
業
務
を
行
う
ま
で
暫
定
的
に
米
国
政 

3 

運
輸
省
は
嘉
手
納
ラ
プ
コ
ン
を
日
本
に
移
管
し
て
も
、
航
空
管
制
能
力
、
技
術
面
で
何
等
支
障
を
き
た
さ

な
い
こ
と
を
国
会
に
お
い
て
し
ば
し
ば
答
弁
し
て
き
た
が
、
そ
の
点
確
認
で
き
る
か
。 

2 
嘉
手
納
ラ
プ
コ
ン
に
よ
り
、
那
覇
空
港
に
離
発
着
す
る
民
間
機
の
安
全
性
が
妨
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、

数
多
く
の
関
係
者
の
証
言
に
よ
り
明
白
で
あ
る
。 

た
と
え
ば
、
那
覇
空
港
か
ら
出
発
す
る
旅
客
機
は
、
出
発
し
て
か
ら
約
二
十
四
キ
ロ
の
時
点
ま
で
は
、
普

天
間
、
嘉
手
納
基
地
へ
の
米
軍
機
の
進
入
コ
ー
ス
を
妨
げ
な
い
た
め
に
、
千
フ
ィ
ー
ト
の
高
度
で
飛
行
す
る

こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
千
フ
ィ
ー
ト
と
い
え
ば
約
三
百
メ
ー
ト
ル
。
航
空
機
の
離
陸
は
、
パ
ワ
ー

を
全
開
し
て
巡
航
高
度
ま
で
一
挙
に
上
昇
す
る
こ
と
が
安
全
運
航
上
必
要
と
さ
れ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
政

府
は
現
在
、
那
覇
空
港
を
利
用
す
る
数
多
く
の
県
民
や
観
光
客
に
対
し
、
非
安
全
的
な
こ
と
を
押
し
付
け
て

い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
指
摘
に
つ
い
て
政
府
の
所
見
を
問
う
。 

五 

 



 

5 

さ
る
八
月
二
十
一
日
の
衆
議
院
外
務
委
員
会
で
外
務
省
渡
辺
審
議
官
は
嘉
手
納
ラ
プ
コ
ン
の
返
還
問
題
に 

 
 

 
 

つ
い
て
、
大
要
〝
日
本
側
が
能
力
を
備
え
た
段
階
で
改
め
て
日
米
間
で
調
整
す
る
〟
、
〝
必
ず
し
も
日
本
側
に 

 
 

 
 

返
つ
て
く
る
と
は
考
え
て
い
な
い
〟
、
〝
嘉
手
納
飛
行
場
は
米
軍
に
と
つ
て
重
要
な
の
で
進
入
管
制
業
務
の
移 

 
 

 

管
は
困
難
〟
と
答
弁
を
行
つ
て
い
る
。
復
帰
時
の
日
米
合
意
か
ら
十
五
年
が
経
過
し
、
嘉
手
納
ラ
プ
コ
ン
の

日
本
へ
の
返
還
に
つ
い
て
米
側
が
難
色
を
示
す
や
、
外
務
省
は
米
軍
優
先
の
立
場
に
立
つ
て
、
日
米
間
の
約

束
を
反
古
に
し
よ
う
と
画
策
し
た
も
の
と
断
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
が
ど
う
か
。 

府
が
那
覇
空
港
の
進
入
管
制
業
務
を
実
施
す
る
も
の
と
す
る
」（
日
米
合
同
委
の
合
意
文
書
）
で
述
べ
ら
れ
て

い
る
米
軍
実
施
の
暫
定
期
間
に
ピ
リ
オ
ド
を
打
ち
、
嘉
手
納
ラ
プ
コ
ン
を
日
本
側
に
即
刻
返
還
す
べ
き
で
は

な
い
の
か
。 

い
つ
た
い
い
つ
ま
で
暫
定
期
間
は
続
く
と
い
う
の
か
。
復
帰
十
五
年
が
経
過
し
て
も
、
い
ま
だ
暫
定
期
間

と
い
う
の
か
。 

六 

 



 

7 

同
じ
く
一
九
八
四
年
四
月
十
二
日
の
衆
議
院
内
閣
委
員
会
で
私
の
質
問
に
対
し
当
時
の
細
田
運
輸
大
臣 

は
、
嘉
手
納
ラ
プ
コ
ン
の
返
還
問
題
に
つ
い
て
八
三
年
末
に
実
務
者
レ
ベ
ル
で
米
側
に
申
し
入
れ
た
こ
と
を

初
め
て
言
明
さ
れ
た
。
こ
れ
と
の
関
連
で
、
さ
る
八
月
二
十
七
日
の
参
議
院
運
輸
委
員
会
で
橋
本
運
輸
大
臣

は
、
米
側
は｢

慎
重
に
検
討
す
る｣

と
約
束
し
な
が
ら
四
年
後
の
今
日
ま
で
回
答
が
な
い
、
こ
と
を
明
ら
か
に

し
て
い
る
。
政
府
は
、
な
ぜ
米
側
に
検
討
結
果
を
求
め
な
い
の
か
。
ま
た
実
務
者
レ
ベ
ル
で
な
し
に
、
大
臣 

6 
一
九
八
四
年
四
月
十
二
日
の
衆
議
院
内
閣
委
員
会
で
私
の
質
問
に
対
し
当
時
の
運
輸
省
山
本
航
空
局
長
は
、

大
要
〝
進
入
管
制
業
務
に
つ
い
て
は
、
日
本
政
府
に
引
継
く
こ
と
が
基
本
的
な
合
意
で
あ
る
〟
、
〝
私
た 

 
 

 
 

 

ち
と
し
て
は
、
こ
の
合
意
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
日
本
の
管
制
で
も
つ
て
一
元
的
に
将
来
は
日
本
の
空
を
カ

バ
ー
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
〟
と
明
確
に
述
べ
て
い
る
。 

で
あ
れ
ば
、
5
で
述
べ
た
外
務
省
審
議
官
の
答
弁
と
、
こ
の
航
空
局
長
の
答
弁
は
明
白
に
食
い
違
つ
て
い

る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
問
題
に
関
す
る
政
府
の
統
一
見
解
を
明
確
に
さ
れ
た
い
。 

七 

 



 

四 

訓
練
空
域
の
縮
小
撤
廃
に
つ
い
て 

3 

い
わ
ゆ
る｢

ア
ル
ト
ラ
ブ｣

は
航
空
路
図
に
も
載
ら
ず
、
米
軍
の
要
請
に
応
じ
て
随
時
、
設
定
さ
れ
る
幻
の

訓
練
空
域
と
い
わ
れ
、
そ
の
設
定
件
数
は
、
年
間
約
千
件
に
の
ぼ
る
と
い
う
が
事
実
か
。 

2 

那
覇
管
制
部
の
レ
ー
ダ
ー
覆
域
の
約
四
十
％
が
米
軍
の
訓
練
空
域
と
い
わ
れ
る
が
ど
う
か
。
米
軍
お
よ
び

自
衛
隊
の
訓
練
空
域
の
同
レ
ー
ダ
ー
覆
域
部
に
占
め
る
割
合
を
明
確
に
さ
れ
た
い
。 

1 

沖
縄
を
は
じ
め
、
日
本
全
国
の
空
を
覆
う
よ
う
に
設
定
さ
れ
て
い
る
米
軍
お
よ
び
自
衛
隊
の
訓
練
空
域
の

現
状
は
ど
う
な
つ
て
い
る
の
か
。
そ
れ
ぞ
れ
の
空
域
名
、
面
積
（
平
面
）
、
位
置
、
領
海
空
等
区
分
、
使
用
目

的
、
使
用
時
間
、
制
限
高
度
等
に
つ
い
て
明
確
に
さ
れ
た
い
。 

8 
こ
の
際
、
嘉
手
納
ラ
プ
コ
ン
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
い
。
那
覇
空
港
に
離
発
着
す
る
民
間
機
が
嘉

手
納
ラ
プ
コ
ン
に
よ
り
ど
の
よ
う
な
制
限
を
受
け
て
い
る
の
か
、
図
を
用
い
て
明
確
に
さ
れ
た
い
。 

レ
ベ
ル
の
公
式
申
入
れ
を
早
急
に
行
う
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

八 

 



 

五 

か
か
る
嘉
手
納
ラ
プ
コ
ン
や
訓
練
空
域
お
よ
び
ア
ル
ト
ラ
ブ
な
ど
の
諸
問
題
に
つ
い
て
対
処
す
る
日
米
間
の

協
議
機
関
を
設
置
し
、
検
討
を
急
く
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

六 

那
覇
空
港
の
民
間
専
用
化
に
つ
い
て 

5 

と
り
わ
け
、
伊
江
島
空
域(
Ｗ

1
7
8)

の
撤
廃
は
、
伊
平
屋
、
伊
是
名
の
空
港
設
置
の
面
か
ら
も
急
く
べ

き
で
は
な
い
の
か
。
ま
た
、
同
空
域
を
民
間
機
が
通
航
で
き
る
よ
う
に
な
つ
た
が
、
こ
の
措
置
は
十
分
に
機

能
し
て
い
る
か(

元
に
戻
つ
て
い
る
と
の
指
摘
も
あ
る
が)

。 

4 

か
か
る
訓
練
空
域
や
ア
ル
ト
ラ
ブ
に
よ
り
、
民
間
機
の
安
全
性
、
定
時
性
、
経
済
性
等
が
こ
と
ご
と
く
損

な
わ
れ
て
い
る
。
直
ち
に
縮
小
、
撤
廃
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。
こ
れ
ま
で
の
日
米
間
に
お
け
る
交
渉
の
経

過
に
つ
い
て
併
せ
て
明
確
に
さ
れ
た
い
。 

ア
ル
ト
ラ
ブ
の
定
義
、
設
定
位
置
、
使
用
目
的
、
年
間
件
数
の
過
去
五
年
間
の
推
移
等
に
つ
い
て
明
確
に

さ
れ
た
い
。 

九 

 



 

 

一
〇 

1 
全
国
の
軍
民
共
用
空
港
の
空
港
名
、
総
発
着
数
、
民
間
機
と
軍
用
機
の
発
着
割
合
、
乗
降
客
数
等
に
つ
い

て
明
確
に
さ
れ
た
い
。 

2 

那
覇
空
港
を
民
間
空
港
と
し
て
返
還
す
る
こ
と
は
、
復
帰
の
目
玉
商
品
で
あ
り
政
府
の
公
約
で
あ
つ
た
。 

沖
縄
振
興
開
発
計
画
の
な
か
で
も
、
民
間
空
港
と
し
て
整
備
拡
充
す
る
こ
と
を
明
記
し
て
あ
る
。 

那
覇
空
港
で
は
自
衛
隊
機
に
よ
る
事
故
も
続
出
し
て
い
る
。
特
に
、
八
五
年
五
月
に
発
生
し
た
滑
走
路
上

に
お
け
る
全
日
空
ジ
ャ
ン
ボ
機
と
自
衛
隊
機
の
接
触
事
故
は
、
一
歩
誤
れ
ば
大
惨
事
に
な
る
実
に
戦
慄
す
べ

き
事
故
で
あ
つ
た
。 

従
つ
て
、
那
覇
空
港
の
軍
民
共
用
を
廃
止
し
、
民
間
専
用
空
港
を
実
現
す
る
こ
と
は
政
府
の
航
空
行
政
の

最
優
先
課
題
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。 

右
質
問
す
る
。 


